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ＫＩＡＩの新たな出発に向けて

九州電力株式会社 電子通信部

西田 真三

ＫＩＡＩの新たな出発に向けて



内容内容

ＫＩＡＩ 夜明けＫＩＡＩの夜明け

ＩＣＴの今後の展望ＩＣＴの今後の展望
～ＩＣＴは、社会インフラを支える社会インフラへ～



平成１８年１２月２５日 大分市内某所平成１８年１２月２５日 大分市内某所

「九州ＪＧＮⅡシンポジウムin大分」会場付近のお食事処

ＫＩＡＩ発起人メンバーの会話
Ａ：九州は、他地域と比べてＩＣＴ関連の団体や会議体が、多く活動

も活発ですよねも活発ですよね。

Ｂ：そうそう、でも、会議は、別々だけど、参加いただいている委員

の方は、同じだったり、、、

も と 総合的な活動出来ると んだけどもっと、総合的な活動出来るといいんだけど。

Ａ：宮崎の長友さんや佐賀の西村さん、大分の青木さんなど、地域の

ＩＣＴ活動を引っ張って下さっている方々が、連携できる場があ

ると、大きな力が生まれるんじゃないかなー？

Ｂ：「九州地域ネットワーク産学官連携センター」みたいなのがある

といいんじゃないかなー？といいんじゃないかな ？

Ａ：いいですねー！早速、やりましょうー！

Ａ Ｂ じ 広岡さん 西田さん なんか さら と 書いてみてＡ、Ｂ：じゃ、広岡さん、西田さん、なんか、さらっと、書いてみて



広岡さんどうしましょうか？広岡さんどうしましょうか？

とりあえず ＡＩＭにいるメンバーで どんな組織が いいとりあえず、ＡＩＭにいるメンバ で、どんな組織が、いい
かディスカッションしてみよう。

（第１回打合せ参加メ バ 他多くの方に 助言頂きました ）（第１回打合せ参加メンバー：他多くの方に、助言頂きました。）

ヒューマンメディア財団 広岡さん、松尾さん

ＮＩＣＴ九州ＲＣ（ＫＤＤＩ研） 北辻さん

九州工業大学 池永さん

ネットワーク応用技術研究所 上野さん、中村さん

九州電力 毛利さん 田頭さん 日當さん 西田九州電力 毛利さん、田頭さん、日當さん、西田

平成１９年１月～３月に計６回打合せ、計６０時間に及ぶ議論
昼の部 １３時～１９時 ＠ＡＩＭ会議室

夜の部 １９時～２３時 ＠小倉駅周辺



当時の議論のポイント当時の議論のポイント

以下の点について、昼夜を問わず、議論を尽くした。

九州地域のＩＣＴを推進する理想の組織はどんなも
のか？のか？
既に各地域や各組織で活躍なさっている方々が、連
携しやすい場とは どんなものか？携しやすい場とは、どんなものか？
ＫＩＡＩの役回りは何か？

“しゃんしゃん”の会議体とならないためには？
重厚長大、形式重視の頭でっかちな会議体にならな重厚長大、形式重視の頭でっかちな会議体にならな
いためには？



名称は、特に時間をかけて議論
（６回の打合せ中３回議題）

当初は“けいあい”
と呼ぶはずだった。



尾家先生の助言尾家先生の助言
組織のミッションは、こんな感じじゃないかな？

・分野，立場，地域の垣根を越えた連携の推進
コミュニケーションの場および材料を提供コミュニケ ションの場および材料を提供
情報流通・情報共有を促進

九州の総意たる 体感と力を形成・九州の総意たる一体感と力を形成
公平，広域，精力的な活動

・多様な知恵と力を集約

新たな価値および力が創造・新たな価値および力が創造

・九州のＩＣＴ産業，研究開発の活性化

・九州地域の発展



議論の末議論の末

ＫＩＡＩは、ＫＩＡＩは、

既に活動なさっている各組織 各地域の取り組みに既に活動なさっている各組織、各地域の取り組みに
屋上屋を架すのではなく、連携の場を提供しよう。

組織＝人なので既に各地域でご活躍のキーマンの方
にお願いしては、九州ドリームチームを作ろう。にお願いしては、九州ドリ ムチ ムを作ろう。

また 各地域の活動を九州全域又は 日本全域へ広また、各地域の活動を九州全域又は、日本全域へ広
域展開出来るよう手伝おう。

そのために、ＫＩＡＩそのものが、実際に手を動かそのために、ＫＩＡＩそのものが、実際に手を動か
し、精力的に活動しよう。



ＫＩＡＩ設立に向けご助言いただいた皆様ＫＩＡＩ設立に向けご助言いただいた皆様

九州総合通信局様 九州大学様九州総合通信局様

九州経済連合会様

ＮＴＴ西日本様

ＫＤＤＩ様

九州大学様

佐賀大学様

長崎大学様

大分大学様ＫＤＤＩ様

アボック様

マリンワールド海ノ中道様

九州インタ ネ トプ ジ クト様

大分大学様

熊本大学様

宮崎大学様

宮崎公立大学様九州インターネットプロジェクト様

次世代高度ネットワーク九州地区推進協様議会

ネットコムさが様

パ ネ ク社会 究所様

宮崎公立大学様

鹿児島大学様

情報通信研究機構様

福岡県様ハイパーネットワーク社会研究所様

九州テレコム振興センター様

宮崎地域インターネット協議会様

福岡県様

佐賀県様

長崎県様

大分県様大分県様

熊本県様

宮崎県様

鹿児島県様鹿児島県様

北九州市様

福岡市様



ようやくコンセプトがまとまり
平成１９年６月２２日に発起人会を開催

ドリームチームドリ ムチ ム

連携の場

広域展開

精力的活動精力的活動



全国的に見ても誇れる活動（祝！新生KIAI）全国的に見ても誇れる活動（祝！新生KIAI）

連携の場 広域展開 精力的な活動



内容内容

ＫＩＡＩ 夜明けＫＩＡＩの夜明け

ＩＣＴの今後の展望ＩＣＴの今後の展望
～ＩＣＴは、社会インフラを支える社会インフラへ～



ＩＣＴインフラの位置付けＩＣＴインフラの位置付け

•インターネット等の利活用が進み、ＩＣＴインフラは

ＩＣＴインフラ電力インフラ 水道インフラ 交通インフラ

インタ ネット等 利活用が進み、 インフラは
他と並ぶ重要な社会インフラへ発展。
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今後は 社会インフラを支える社会インフラへ今後は、社会インフラを支える社会インフラへ

ＩＣＴインフラ電力インフラ 水道インフラ 交通インフラ
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SMART GRIDの視点からネットワ クを考えるとSMART GRIDの視点からネットワークを考えると

SMART GRIDは、お客さまとの双方向通信を活用した次世代
の電力網の電力網

SMART GRIDのための通信ネットワークの特性は、
地域 円にわたるネ トワ ク地域一円にわたるネットワーク

ギャランティードネットワーク

地域に閉じたネットワーク地域に閉じたネットワ ク

この通信ネットワークは地域を支える社会通信インフラと
しての可能性を持つのではないか？しての可能性を持 のではな か？

検討課題
ビジョン

ネットワークの共用技術

ラストマイル通信方式

標準化標準化

無線周波数割り当て 等



課題一例課題一例

スマートな地域社会を支える通信インフラはスマートな地域社会を支える通信インフラは、
地域一円にわたるＩＣＴシステム。
例）九州には 約８００万の電力メ タがあり スマ トグリ ド（スマ トメ例）九州には、約８００万の電力メータがあり、スマートグリッド（スマートメー
タ）を実現するためには、お客さま宅との双方向通信環境が必要

このＩＣＴシステムを 構築・保守するためこのＩＣＴシステムを、構築 保守するため
には、地域の皆様の力が必要。



ミッシングレイヤミッシングレイヤー

ICT研究者

・電気には地元の電気屋さん
・水道には地元の水道屋さん
・道路には地元の建設工事屋さん
ＩＣＴにもＩＣＴ屋さんが！

ミッシングレイヤー
（組織 地域 専門家等）

・ＩＣＴにもＩＣＴ屋さんが！

研究者と利用者を
つなぐこのレイヤの

（組織・地域の専門家等）人材育成が急務！

利用者

スマートな地域社会を支えるネットワークスマ トな地域社会を支えるネットワ ク

長岡技術科学大学山崎先生からご教授いただきました。



まとめまとめ

スマ トな地域社会を支える通信ネ トワ クスマートな地域社会を支える通信ネットワーク
を是非実現したい。

ICTの重要性と裾野は、今後ますます拡大

将来のスマートな地域社会は、ICTにより実現。将来のスマ トな地域社会は、ICTにより実現。

その実現には、種々の技術開発や課題解決が必
要要。

皆様の知恵と力をお貸し下さい皆様の知恵と力をお貸し下さい。


